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ナパサクラブとは 

1994 年 7 月 1 日ラジオ局 FM 湘南ナパサ

はコミュニティー放送局として誕生した。 

ナパサとは、放送周波数の 78.3MHz に由

来するものである。ナパサは、大規模な地震

が近く発生が予測されている状況下にあっ

て、大規模地震時の情報伝達、また平常時の

防災啓蒙に力点をおいている。平常時の取

り組みとしては、防災一ロメモを各番組中

に日常的に放送すること、防災ジングル(※

ナパサ防災ジングル歌詞参照)を頻繁に使 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う、市の消防本部による緊急放送システム

の訓練放送などを行っている。 

同じ年、市民による放送ボランティア組

織「ナパサクラブ」(以下ナパサクラブ)(現

在会員数 225 名)も誕生した。ナパサクラブ

の平常時の活動は、それぞれの会員が特技

や趣味を生かした番組を週20本程度製作し

ている。例としては、音楽番組、グルメ番組、

アニメ番組、文学番組、中学生が作る番組、

障害者が作る番組、ひらつか在住の外国人

による番組等がある。 

 

 

SCN クラブとは 

1990 年 4 月湘南ケーブルネットワーク 

(ShonanCableNetwork)は地域の有線テレ

ビ放送局として誕生していた。ナパサクラ

ブの誕生を契機に同じくボランティア組織

「SCN クラブ」(以下 SCN クラブ)(現在会員

数 23 名)が誕生した。SCN クラブの平常時

の活動は、毎月 1本の 30 分番組を製作する

ことである。ひらつか周辺の旅番組や人物

紹介、グルメ番組、社会活動紹介番組などを

放送している。 

特集 

□市民の放送ボランティア(ナパサクラブ)・ 

(SCN クラブ)によるラジオ及びテレビを 

通じた防災情報の発信の取り組み 

佐 藤 明 子 放送ボランティア ナパサクラブ・SCN クラブ

災害時に備える広報戦略 
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このように両クラブのクラブ員はラジオ

やテレビでそれぞれの個性を生かした番組

を持っている。防災情報の発信に際しては、

両クラブは連絡をとりながら活動を行うこ

とになっている。 

 

 

テレビ&ラジオ番組「地震そのときあなたは」

発足の経緯 

平成 7 年 1 月に発生した阪神・淡路大震

災を契機にラジオ局FN湘南ナパサのナパサ

クラブとテレビ局湘南ケーブルネットワー

クの SCN クラブは、大地震の危険性が警告

されている地域にある放送局としてどのよ

うな形態でどのような情報が発信できるか

検討した。 

ナパサクラブは発足以来、FM 湘南ナパサ

の放送に携わるスタッフとして「いざとい

う時に役立つナパサ」を合言葉に、いつ地震

が起こっても冷静沈着に放送ができるよう

に意識を高めている。具体的には、地震対策

マニュアルを作成し地震に対する基礎知識

を身に付け、地震が起こった場合には迅速

に放送ができるように心がけている。なお、

ナパサクラブ入会時には、このマニュアル

をもとにした講習会受講することを義務づ

け、入会後も定期的に地震防災に関する勉

強会をおこなっている。 

一方、SCN クラブは被災後の混乱の中、ケ

ーブルテレビでは放送をすぐに立ち上げる

ことができない可能性が高いと考えていた。

その点ラジオは比較的早い段階で放送を開

始することができる。同じ地域に存在する

放送局にとして、大きな地震が発生した場

合どのような放送が可能かをお互いに検討

した結果誕生したのがラジオとテレビの市

民ボランティアによる共同制作番組「地

震!!その時あなたは」である。 

 

 

「地震!!その時あなたは」の放送 

毎月、平塚を中心とした地域の防災関係

者をゲストに迎えている(ゲストリスト参

照)。日常的な、ゲストの出演により防災の

一番の基礎である、顔の見える関係を築く

ことを目標としている。いざという時には

これらの関係者に出演をお願いする場面も

あるであろう。その時のために日ごろの連

携を重視している。 

毎月 1 回の生放送と、ラジオは 4 回の再

放送、テレビでは 8 回の再放送を行ってい

る。 

また、ラジオでもテレビでの違和感なく

視聴できるようなトーク番組の構成を心が

けている。同じ番組をラジオでもテレビで

も放送するという形態をとっているからで

ある。この番組は、大きな地震が起こった場

合ラジオの放送がはじまると同時に SCN の

カメラがラジオのスタジオに入り、ラジオ

放送の様子をテレビに映し出す訓練を前提

としているからである。 

 

 

放送スタッフ 

放送スタッフのほとんどが市民ボランテ

ィアである(局側の協力も得ている)。いざ

という時に両クラブの全クラブ員が放送に

関わるスタッフとしてマイクの前に、カメ

ラの前に、座ることができるように訓練を

重ねる必要がある。そこで本番組では、キャ 
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スターを毎回替えている。キャスターは両

クラブの全クラブ員が経験することが重要

であると考えているからである。放送のク

オリティという面においては固定メンバー

の方が良いものが期待できるが、本番組の

目標はそこにない。この番組の目的は災害

時の放送ボランティア養成でもある。 

 

 

 

 

苦労した点 

番組の開始当初は、人脈も少なくゲスト

探しに苦労をした。また、クラブ員はボラン

ティアなのでそれぞれ仕事をもっており昼

間の時間帯の生放送出演が難しい。そんな

中でもこの番組の重要性を理解し、仕事を

休んで番組に出席するクラブ員も多いのが

現状である。 

 

 

成功した点 

両クラブ員に、地域の地震についての知

識や危険性を訴えたことによりクラブ員で

あることそのものが災害時の放送スタッフ

であるという認識が浸透した。これにより、

クラブ員が番組の重要性を理解し番組に協

力的である。初期は、ゲスト探しに大変苦労

したが人の輪の広がりでゲストの輪も広が

ってきた。いざという時のネットワークが

形成されつつある。 
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主な成果 

この活動の成果は、平常時からの情報発

信により市民に正確な知識、情報をつたえ

ることが 7 年もの長い間続けられているこ

とである。 

その成果の一部は、平塚市で行われた七

都県市合同防災訓練と同時に「地震!!その

時あなたは」の特別番組で放送を行った。 

M7 の地震を想定し、各種情報を収集し放

送するという訓練や、ライフライン関係な 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの専門分野の方をゲストに迎え話を聞く

などの放送を行い成功を収めた。 

 

 

今後の展望 

クラブ員の中には様々な年代の、様々な

職種の人たちがいる。この、人の輪を中心に

「地震!!その時あなたは」という番組をき

っかけにして、クラブ員や地域の防災関係

者のネットワーク作りに貢献していきたい

と考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 


